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３.各特別勘定で投資している投資信託の運用状況

（投資信託名）ラッセル日本株式ファンド Ｉ－3 （運用会社）ラッセル・インベストメント株式会社

国内の証券取引所に上場されている
株式を主要投資対象とし、安定的に
ベンチマーク（TOPIX・配当込）を上回
ることを目標として運用を行います。

複数の運用スタイルと運用会社を採
用することにより、ファンド全体でリス
クをコントロールしながら、超過収益
の獲得を目指します。

グロース型、バリュー型、マーケット・
オリエンテッド型などの運用スタイル
だけでなく、超過収益の源泉や運用
プロセスの分散を図りつつ、超過収
益への貢献度が高い銘柄選択にお
いて、各運用会社の特性を最大に活
かせるようファンドを運用します。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ラッセル日本株式マザーファン
ド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

安定成長バランス型（ＣＳ）特別勘定

積極運用バランス型（ＣＳ）特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2002年9月30日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2010年12月末現在）

(出所) ラッセル・インベストメント株式会社

組入上位10業種 株式組入上位10銘柄 外部委託運用会社

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2010年12月末）

（投資信託名）フィデリティ・日本成長株・ファンドVA3 （運用会社）フィデリティ投信株式会社

当ファンドに投資している特別勘定

日本株式プラス型（ＣＳ）特別勘定

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

ファンドの特色等

(出所)フィデリティ投信株式会社

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）

わが国の証券取引所に上場（これに
準ずるものを含みます）されている株
式を主要な投資対象とします。

TOPIX（配当込）をベンチマークとし、
ベンチマークを上回る投資成果を目
指します。

個別企業分析により、成長企業を選
定し、利益成長性等と比較して妥当
と思われる株価水準で投資を行いま
す。

個別企業分析にあたっては、ポート
フォリオ・マネージャーによる「ボトム・
アップ・アプローチ」を重視した運用を
行います。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢フィデリティ・日本成長株・マ
ザーファンド｣を主要投資対象としま
す。

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2001年11月29日］

市場構成比率
（2010年11月末現在）

組入上位5業種

（2010年11月末現在)

※比率はマザーファンドにおける対純資産総額比率をいいます。

株式組入上位10銘柄（2010年11月末現在)

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2010年12月末）

①比率は国内株式評価額合計に占める割合
②ｷｬｯｼｭ･ｴｸｲﾀｲｾﾞｰｼｮﾝ(流動資金の株式化)部分等

を除きます。
* ISP: Investment Strategy Portfolio
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（投資信託名）アムンディ・ターゲット・ジャパン・ファンド （運用会社）アムンディ・ジャパン株式会社

企業の資産価値や収益力等から算
出される投資価値と比較した株価の
割安度（バリュー）に着目した銘柄選
択を行い、更に株主価値の増大を図
る余力があると思われる銘柄を厳選
し投資します。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢アムンディ・ターゲット・ジャパ
ン・マザーファンド｣を主要投資対象と
します。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2003年11月18日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2010年12月末現在）

市場別構成比率 組入上位10業種

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

(出所)アムンディ・ジャパン株式会社

日本株式プラス型（CS）特別勘定

株式組入上位10銘柄

※比率はマザーファンド
における対純資産総
額比率をいいます。

（2010年12月末）

（投資信託名）ラッセル外国株式ファンド Ｉ－4B                                         （運用会社）ラッセル・インベストメント株式会社

日本を除く世界先進各国の市場にお
いて取引されている株式を主要投資
対 象 と し 、 安定的にベンチマーク
（MSCI KOKUSAI・配当込み）を上回
ることを目標として運用を行います。

グロース型、バリュー型、マーケット・
オリエンテッド型などの異なる運用ス
タイルを持つ運用会社を最適な割合
で組み合わせ、超過収益の源泉や運
用プロセスの分散を図りつつ、超過
収益への貢献度が高い銘柄選択に
おいて、各運用会社の特性を最大に
活かせるようファンドを運用します。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ラッセル外国株式マザーファン
ド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

安定成長バランス型（ＣＳ）特別勘定

積極運用バランス型（ＣＳ）特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2003年11月18日］

(出所)ラッセル・インベストメント株式会社

地域別構成比率 株式組入上位10銘柄 外部委託運用会社

①比率は外国株式評価額合計に占める割合
②ｷｬｯｼｭ･ｴｸｲﾀｲｾﾞｰｼｮﾝ(流動資金の株式化)部分等

を除く。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2010年12月末）

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2010年12月末現在）
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（投資信託名）ｽﾃｰﾄ･ｽﾄﾘｰﾄ外国株式ｲﾝﾃﾞｯｸｽ･ﾌｧﾝﾄﾞVA1 （運用会社）ｽﾃｰﾄ･ｽﾄﾘｰﾄ･ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ･ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰｽﾞ株式会社

中長期的に日本を除く世界の主要国
の株式市場（ＭＳCIコクサイ指数）の
動きに連動した投資成果の獲得をめ
ざして運用を行うことを基本としま
す。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ステート・ストリート外国株式イ
ンデックス・オープン・マザーファンド｣
を主要投資対象とします。

安定成長バランス型（ＣＳ）特別勘定

積極運用バランス型（ＣＳ）特別勘定

海外株式プラス型（ＣＳ)特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2010年12月末現在）

地域・国別構成比率 株式組入上位10銘柄

※比率はマザーファンドにおける対純資産
総額比率をいいます。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2010年12月末）

当ファンドに投資している特別勘定 基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2002年9月24日］

(出所)
ステート・ストリート・グローバル・アドバイ
ザーズ株式会社

（投資信託名）JFアジア株・アクティブ・オープン （運用会社）JPﾓﾙｶﾞﾝ･ｱｾｯﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ株式会社

成長性があり且つ割安と判断される
日本を除くアジア企業に分散投資し
ます。

MSCIオール・カントリー・ファーイース
ト・インデックス（除く日本、円ベース）
をベンチマークとします。

原則として為替ヘッジは行いません。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢JFアジア株・アクティブ・オープ
ン・マザーファンド｣を主要投資対象と
します。

当ファンドに投資している特別勘定

海外株式プラス型（ＣＳ)特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

(出所)
JPモルガン・アセット・マネジメント株式会社

国別構成比率
（2010年12月末現在）

株式組入上位10銘柄（2010年11月末現在）

※ 国 別 比 率 は 組 入 株 式 を
100%として計算しています。

※株式組入比率はマザーファンドにおける対純資産総額比率をい
います。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2010年12月末）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2003年2月12日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）
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（投資信託名）アムンディ・ロシア東欧株ファンド （運用会社）アムンディ・ジャパン株式会社

主として、ロシア・東欧諸国で事業展
開を行う企業に投資し、長期的な信
託財産の成長を目指します。ロシア・
東欧諸国の市場に上場する株式､DR
（預託証書）､ロンドン等その他の市
場に上場しているロシア・東欧諸国で
事業展開を行う企業が投資の対象と
なります。

ファンド・オブ・ファンズの形式で運用
を行い、ルクセンブルグ籍の投資信
託証券「オーシャン・ファンド・エクイ
ティーズ・イースタン・ヨーロッパ」およ
び「SGAM Fund マネー マーケット
（ユーロ）」に投資します。

ロシア・東欧株式への実質的な投資
は「オーシャン･ファンド･エクイティー
ズ・イースタン・ヨーロッパ」を通じて
行い､その組入れを高位に保ちます。

原則として為替ヘッジは行いません。

海外株式プラス型（ＣＳ)特別勘定

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2005年3月31日］

ポートフォリオの状況（｢ｵｰｼｬﾝ･ﾌｧﾝﾄﾞ･ｴｸｲﾃｨｰｽﾞ･ｲｰｽﾀﾝ・ﾖｰﾛｯﾊﾟ｣の状況）（2010年12月末現在）

(出所)アムンディ・ジャパン株式会社

国別構成比率 株式組入上位10銘柄

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

業種別構成比率

※各比率は｢ ｵｰｼｬﾝ･ﾌｧﾝﾄﾞ･ｴｸｲﾃｨｰｽﾞ・ｲｰｽﾀﾝ・ﾖｰﾛｯﾊﾟ｣における対純資産総額比率をいいます｡

（2010年12月末）

（投資信託名）JPM･BRICS5･ファンド（適格機関投資家転売制限付） （運用会社）JPﾓﾙｶﾞﾝ･ｱｾｯﾄ･ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ株式会社

当ファンドに投資している特別勘定

海外株式プラス型（ＣＳ)特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

(出所)
JPモルガン・アセット・マネジメント株式会社

国別構成比率
（2010年12月末現在）

株式組入上位10銘柄（2010年11月末現在）

※国別比率は組入株式
を100%として計算して
います。

※株式組入比率はマ
ザーファンドにお
ける対純資産総額
比率をいいます。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2010年12月末）

今後大きな経済成長/発展が期待され

るエマージング（新興）諸国のリーダー
BRICS5カ国（ブラジル、ロシア、インド、
中国、南アフリカ）の企業に、 「 JPM・
BRICS5・マザーファンド（適格機関投資

家専用）」を通じて投資します。

基本資産配分をブラジル、ロシア、イン
ド、中国、南アメリカ各20%ずつとします

が、マザーファンドの運用の委託先の判
断に基づいて±10%の範囲内で基本資

産比率の調整を行います。

マザーファンドの運用の指図に関する
権限をJPモルガン・アセット・マネジメント
（UK）リミテッドに委託します。

原則として、為替ヘッジを行いません。

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2007年5月26日］
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（投資信託名）グローバル・ボンド・ファンドVA （運用会社）アバディーン投信投資顧問株式会社

世界各国の公社債に分散投資しま
す。

シティグループ世界国債インデックス
（円ヘッジなし）をベンチマークとし、
ベンチマークを上回る投資成果を目
指します。

原則として為替ヘッジは行いません。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ＦＳ日本債券マザーファンド｣お
よび｢ＦＳ海外高格付け債マザーファ
ンド｣を主要投資対象とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2002年8月1日］

ポートフォリオの状況（2010年12月末現在）

(出所)アバディーン投信投資顧問株式会社

国別構成比率
上位5カ国

債券組入上位10銘柄

安定成長バランス型（ＣＳ）特別勘定

積極運用バランス型（ＣＳ）特別勘定

世界債券プラス型（ＣＳ)特別勘定

※各比率は、各マザーファンドにおける純資産
比と当ファンドが保有するマザーファンドの
比率から算出しています。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

通貨別構成比率
上位5通貨

（2010年12月末）

（投資信託名）ピムコ・海外債券ファンド （運用会社）ピムコ ジャパン リミテッド

主に日本を除く主要先進国の国債、
モーゲージ債、社債等を主要投資対
象とし、債券からくるインカム収入だ
けでなく、キャピタル・ゲインも含めた
トータル・リターンを最大化することを
目的とします。

シティグループ世界国債インデックス
（除く日本/円ヘッジなし・円ベース）
90%および１ヶ月LIBOR10%の合成ベ
ンチマークを中長期的に上回る投資
成果の獲得を目指します。

ファンド・オブ・ファンズ形式で運用を
行い、ケイマン籍円建て外国投資信
託｢ピムコ・ケイマン・グローバル（除く
日本）債券ファンﾄﾞ｣に９０％程度、｢ピ
ムコ・ケイマン・ショートターム・モー
ゲージ・ファンド｣に１０％程度投資す
ることを基本とします。

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2002年9月24日］

ポートフォリオの状況（2010年12月末現在）

(出所)ピムコ ジャパン リミテッド

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ･ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ 国・地域別構成比

安定成長バランス型（ＣＳ）特別勘定

積極運用バランス型（ＣＳ）特別勘定

※数値は全て、当ファンド
が組入れている２本の
ファンドを合算して算出
しています。

種別構成比

格付け別構成比

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2010年12月末）
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『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２２ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
将来の投資成果を保証するものではありません

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

ご注意

（投資信託名）フィデリティ・ＵＳハイ・イールド・ファンド （運用会社）フィデリティ投信株式会社

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：1998年4月1日］

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）

(出所)フィデリティ投信株式会社

組入上位5業種
（2010年11月末現在）

世界債券プラス型（ＣＳ）特別勘定

格付け別構成比
（2010年11月末現在）

米ドル建て高利回り事業債(ハイ・
イールド・ボンド)を中心に分散投資を
行います。

格付けに関しては、主に、Ba格(ムー
ディーズ社)以下またはBB格(スタン
ダード・アンド・プアーズ社)以下の格
付けの事業債に投資を行い、一部、
格付けを持たない債券や、米国以外
の国の発行体の高利回り事業債を
組入れることもあります。

銘柄選別に関しては、個別企業分析
により判断します。

個別企業分析にあたっては、個別の
企業の信用分析とポートフォリオ・マ
ネージャーによるボトム・アップ・アプ
ローチを重視した運用を行います。

原則として為替ヘッジは行いません。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢フィデリティ・ＵＳハイ・イールド・
マザーファンド｣を主要投資対象とし
ます。

債券組入上位10銘柄（2010年11月末現在)

※格付別比率は対投資債券比率、組入業種比率
は対純資産総額比率をいいます。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2010年12月末）

（投資信託名）ラッセル日本債券ファンドＩ-1 （運用会社）ラッセル・インベストメント株式会社

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末現在）

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2003年11月18日］

(出所)ラッセル・インベストメント株式会社

安定成長バランス型（ＣＳ）特別勘定

積極運用バランス型（ＣＳ）特別勘定

種別構成比

日本の市場において取引されている
公社債を主要投資対象とし、安定的
にベンチマーク（NOMURA-BPI総合
指数）を上回ることを目標として運用
を行います。

複数の運用会社を採用することによ
り、金利予測、満期構成、債券種別
選択、個別銘柄選択といった債券運
用における超過収益の源泉や運用プ
ロセスの分散を図り、リスクをコント
ロールしながら超過収益の獲得を目
指します。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ラッセル日本債券マザーファン
ド｣を主要投資対象とします。

外部委託運用会社

※比率および目標配分はマザーファンドにおける対純資産
総額比率をいいます。

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（2010年12月末）

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）（2010年12月末現在）
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『当資料に関する「ご留意いただきたい事項」を２／２２ページに掲載していますので、必ずご参照ください』
将来の投資成果を保証するものではありません

当資料に記載されている事項は、現時点または過去の実績を示したものであり、将来の投資成果を保証するものではありません。

ご注意

（投資信託名）ノムラ短期債券オープン （運用会社）野村アセットマネジメント株式会社

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

金融市場型（ＣＳ）特別勘定

わが国の公社債を実質的な主要投
資対象とし、安定した収益の確保を
目的として安定運用を行います。

NOMURA-BPI 総合短期(NOMURA-
ボンド・パフォーマンス・インデックス
総合短期）をベンチマークとします。

デュレーション、公社債のセクター
（種別・格付別等）配分、個別銘柄選
定等をアクティブに決定・変更し、収
益の獲得を目指します。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢ノムラ短期債券オープン マザー
ファンド｣を主要投資対象とします。

(出所)野村アセットマネジメント株式会社ホームページより

ファンドの騰落状況(2010年12月末現在）

※騰落状況は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。
※２～３年の騰落率は年率平均（複利ベース）
※設定来＝2002年4月26日以降

ポートフォリオの状況（2010年12月末現在）

※｢デュレーション｣は短期金融資産（キャッシュ等）を含めたファンド全体のデュレーションをいいます。
※｢種別構成比｣における円建資産の種別は、ベンチマークの資産構成比に準じて表示しています。ベンチマークの種別に該当し

ない債券はその他債券とします。
※格付は、指定格付機関から受けている格付のうち、最も高い格付けによります。
※比率は、マザーファンドにおける対純資産総額比率と当ファンドが保有するマザーファンド比率から算出しています。

デュレーション 種別構成比

2.2年

格付別構成比

NOMURA-BPI 総 合 ( NOMURA- ボ ン ド ･ パ
フォーマンス･インデックス総合)は野村證券
株式会社金融経済研究所が公表する、わが
国の公募利付債市場全体の動きを表す債券
の投資収益指数です。NOMURA-BPI総合短
期は、残存期間1年～3年の短期の公募利付
債市場全体の動きを表す債券の投資収益指
数で、一定の銘柄採用基準に基づいて構成
された債券ポートフォリオのパフォーマンスを
もとに算出されます。

(出所)フィデリティ投信株式会社

格付別構成比
（2010年11月末現在）

本邦通貨表示の公社債等を主要な
投資対象とし、安定した収益の確保
を図ることを目的として運用を行いま
す。

ファミリー・ファンド方式で運用を行
い、｢フィデリティ・マネー・プール・マ
ザーファンド｣を主要投資対象としま
す。

※比率はマザーファンド
における対純資産総
額比率をいいます。

ﾎﾟｰﾄﾌｫﾘｵ･ﾌﾟﾛﾌｨｰﾙ
（2010年11月末現在）

債券組入上位10銘柄（2010年11月末現在）

当ファンドに投資している特別勘定

ファンドの特色等

ファンドの騰落状況
(2010年12月末基準）金融市場型（ＣＳ）特別勘定

※騰落状況および基準価額は分配金を税引前で再投資したものとして計算しています。

（投資信託名）フィデリティ・マネー・プールVA （運用会社）フィデリティ投信株式会社

基準価額の推移（2010年12月末現在） ［設定日：2002年9月20日］

（2010年12月末)

ポートフォリオの状況（マザーファンド・ベース）


